
食に関する情報・
正しい知識を！

わかる県政わかる県政わかる県政
ののの

県では、「ふくしま食の安全・安心対策プログラム」により、3つの基本施策
を柱として「食の安全の確保」と「安心の実現」を目指して取り組んでいます。

　  食の安全・安心を確保するための取り組み
きめ細やかな検査で、
食の安全が保たれて
いるんだね。

3徹底した放射性物質検査を実施

2情報共有・リスクコミュニケーション

1生産から消費に至る監視・指導を強化

農林水産物などの検査

食の安全・安心アカデミーの開催

食品と放射能に関する説明会

飲料水の検査

流通する食品の検査

学校給食の検査

日常食の検査

●農林水産物のモニタリング状況
基準値 （又は暫定規制値）以下　　　　　基準値 （又は暫定規制値）超過
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「ふくしま 新発売。」は、未来
へ向けて動き出しているふく
しまの今と農林水産物のモニ
タリング情報検索サイトです。

一般消費者を対象とした、食と放射能に関する正しい知識についての説明会を開催しています。

　安全に安心して毎日の生活を送るため、放射線が身体に
及ぼす影響などをテーマに講習会を開いています。食品の
放射能の測定実
演や、食品中の放
射性物質の基準
値の説明を行い、
県民の皆さんの
疑問にもお答えし
ています。

農林水産物等緊急時モニタリング事業
　市場などへ出荷される前の農林水産物の放射性
物質検査を実施しています。その結果は、生産者・
消費者・流通業者など
に速やかにお知らせし
ています。

10月17日（木）　午後1時30分～午後4時 
 いわき市産業創造館
  「放射線被ばくと健康影響」
　長崎大学原爆後障害医療研究所教授
　福島県放射線健康リスク管理アドバイザー　高村　昇 先生
11月17日（日）　午後1時30分～午後4時 
サンルートプラザ福島 
  「放射線の健康影響 ～食品の安全性について考える～」
　福島県立医科大学　災害医療総合学習センター
　副センター長　　熊谷 敦史 先生

次回開催案内

いわき

福 島

食品の安全性を確保
するため、生産者や
製造・販売事業者に
対する監視・指導を
行っています。 監視・指導の

強化

安全な農林水産物を
生産

食品の衛生管理

不良食品や
食中毒防止の対策

輸入食品の
流通・販売施設

平成24年4月～平成25年6月末の検査結果

検査の結果は、福島県のホームページで公表しています

2の開催日時・場所などのお問い合わせ　  県庁消費生活課　☎024（521）7736

福島県に長く住んでいても、まだまだ知らない事が多く本誌「ふくしまから　はじめよう。ゆめだより」は大変役立っています。
（郡山市 60 代女性）

読者からのお便り
ふくしまから はじめよう。

ゆめだより・10 月号
07


